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一
、
は
じ
め
に 

私
は
『
岡
山
の
記
憶
』
第
九
号
、
二
〇
〇
七
年
、
二

二
四
頁
に
、
太
平
洋
戦
争
な
る
呼
称
の
初
出
と
思
わ
れ

る
『
官
報
目
録
』
を
紹
介
し
た
。 

太
平
洋
戦
争
と
は
、
大
東
亜
戦
争
の
戦
後
版
の
呼
称

で
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
会
則
の
「
十
五
年
戦
争
」
の
歴

史
認
識
と
は
異
な
る
。 

こ
こ
で
は
日
本
の
戦
争
の
性
格
づ
け
に
か
か
わ
る
極

力
公
的
な
資
料
を
年
代
順
に
整
理
し
て
お
示
し
、
若
干

の
考
察
を
試
み
た
。 

二
、
年
表
で
た
ど
る
日
本
の
戦
争 

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
八
月
二
七
日 

 

日
本
を
含
む
一
五
ヶ
国
が
不
戦
条
約
調
印
（
パ
リ

不
戦
条
約
） 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
一
八
日 

 

柳
条
湖
事
件
。「
満
州
事
変
」
勃
発 

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
一
二
月
一
〇
日 

 

国
際
連
盟
理
事
会
は
、
中
華
民
国
か
ら
の
提
訴
を

討
議
。
そ
の
過
程
で
日
本
の
要
請
に
よ
る(

注
１)

満
州

問
題
調
査
委
員
会
の
設
置
を
含
む
六
項
目
の
決
議
案
を､

日
中
両
国
を
含
む
全
員
一
致
で
可
決
（
注
２
）。 

一
九
三
二
年
一
月
、
リ
ッ
ト
ン
氏
ら
委
員
に
任 

 

命
。 一

九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
月
八
日 

 

「
満
州
事
変
に
際
し
関
東
軍
に
下
し
給
へ
る
勅
語

（
注
３
）」（「
朕
深
ク
其
ノ
忠
烈
ヲ
嘉
ス
」「
朕
カ
信
倚

ニ
対
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
期
セ
ヨ
」） 

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
一
日 

 
「
満
州
国
」
建
国
宣
言
。
大
同
元
年
と
称
す
。 

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
〇
月
二
日 

 

日
本
外
務
省
が
国
際
連
盟
・
満
州
問
題
調
査
委
員

会
（
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
）
の
報
告
書
を
公
表
。「
満
州
国

成
立
は
・
・
・
純
正
な
る
民
意
か
ら
出
た
も
の
で
は
な

い
。（
注
４
）」 

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
二
月
二
四
日 

 

国
際
連
盟
総
会
。
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
報
告
書
に

基
づ
く
対
日
勧
告
書
を
四
二
：
一
（
日
本
）
で
採
択
。 

一
九
三
三(

昭
和
八)

年
三
月
二
七
日 

 

日
本
は
国
際
連
盟
脱
退
を
通
告
。
詔
書
煥
発
（
注

５
）。「
今
次
満
州
国
ノ
新
興
ニ
当
リ
帝
国
ハ
其
ノ
独
立

ヲ
尊
重
シ
・
・
不
幸
ニ
シ
テ
連
盟
ノ
所
見
ト
背
馳
セ
ル

モ
ノ
ア
リ
・
・
朕
乃
チ
政
府
ヲ
シ
テ
・
・
遂
ニ
連
盟
ヲ

脱
退
ス
ル
ノ
措
置
ヲ
採
ラ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ
」 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
七
日 

 

盧
溝
橋
事
件 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
九
月
二
日 

 

閣
議
決
定
「
今
回
ノ
事
変
ハ
之
ヲ
支
那
事
変
ト
呼

称
ス 

理
由 

今
回
ノ
事
変
ハ
北
支
盧
溝
橋
附
近
ニ
於

ケ
ル
日
支
兵
衝
突
ニ
端
ヲ
発
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
今
ヤ

支
那
全
体
ニ
及
フ
事
変
ト
化
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
呼
称

モ
名
実
相
伴
フ
如
ク
シ
国
民
ノ
意
志
ヲ
統
一
ス
ル
ノ
必

要
ア
ル
ニ
依
ル
」 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
九
月
四
日 

天
皇
、
議
会
開
院
式
の
勅
語
（
注
６
）
の
中
で
「
・
・

中
華
民
国
ハ
、
深
ク
帝
国
ノ
真
意
ヲ
解
セ
ス
、
濫
ニ
事

ヲ
構
ヘ
、
遂
ニ
今
次
ノ
事
変
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
。
朕
、
之

ヲ
憾
ト
ス
」 

 

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
二
月
～
一
九
四
三

（
昭
和
一
八
）
年 

 

日
本
陸
・
海
軍
機
、
重
慶
無
差
別
爆
撃 

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
八
日 

   
 
 
 
 

日
本
の
戦
争
と
は
、
そ
の
呼
称 
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雄 
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天
皇
・
対
米
英
宣
戦
布
告
の
詔
書
。真
珠
湾
攻
撃
、

マ
レ
ー
半
島
上
陸
。 

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
一
二
月
一
二
日 

閣
議
決
定
。「
今
次
戦
争
ノ
呼
称
並
ニ
平
戦
時
ノ
分
界

時
期
等
ニ
付
テ
」
の
中
で
「
今
次
ノ
対
米
英
戦
争
及
今

後
情
勢
ノ
推
移
ニ
伴
ヒ
生
起
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
戦
争

ハ
支
那
事
変
ヲ
モ
含
メ
大
東
亜
戦
争
ト
呼
称
ス
」。同
日

情
報
局
発
表
「
大
東
亜
戦
争
と
称
す
る
は
、
大
東
亜
新

秩
序
建
設
を
目
的
と
す
る
戦
争
な
る
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
に
し
て
戦
争
地
域
を
主
と
し
て
大
東
亜
の
み
に
限

定
す
る
意
味
に
あ
ら
ず
」 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
一
五
日 

 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
。
終
戦
の
詔
勅 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
九
月
下
旬
（
推
定
） 

 

政
府
発
行
の『
昭
和
二
〇
年
八
月
中
官
報
目
録（
自

第
五
五
六
九
号
―
至
第
五
五
九
一
号
）の
詔
書
欄
に「
太

平
洋
戦
争
終
結
ニ
関
ス
ル
勅
語 

号
外
一
四
」 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
二
月
一
五
日 

 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
覚
書
「
大
東
亜
戦
争
、
八
紘
一
宇
等
の
用

語
」
の
禁
止
令 

一
九
五
二
（（
昭
和
二
七
）
年
四
月
八
日 

 

閣
議
決
定
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
実
施
に
関
す

る
件
」
の
内
三
、
本
式
典
の
戦
没
者
の
範
囲
は
、
支
那

事
変
以
降
の
戦
争
に
よ
る
死
没
者（
戦
災
死
者
を
含
み
、

軍
人
軍
属
に
限
ら
な
い
。）
と
す
る
。 

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
四
月
二
八
日 

 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
、
日
米
安
保
条
約

発
効
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
廃
止
。 

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
五
月
二
日 

 

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
初
回
）、
吉
田
茂
首
相
の
式

辞
（
注
７
）「
・
・
日
華
事
変
以
降
の
全
国
に
お
け
る
戦

没
者
の
追
悼
式
を
行
っ
て
そ
の
冥
福
を
祈
り
・
・
再
び

こ
の
よ
う
な
大
き
な
不
幸
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
と
祈
念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。（
以
下
略
）」 

一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
五
月
一
四
日 

 

閣
議
決
定
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
実
施
に
関
す

る
件
」
の
書
き
出
し
「
今
次
の
大
戦
に
お
け
る
全
戦
没

者
に
対
し
て
」。
二
、
本
式
典
の
戦
没
者
の
範
囲
は
（
前

に
同
じ
）。 

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
四
月
一
三
日 

 

閣
議
決
定
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
一
、
趣
旨 

先
の
大
戦
に
お
い
て
（
以
下
略
） 

二
〇
一
三
年
四
月
二
四
日 

厚
生
労
働
省
援
護
企
画

課
に
き
く
。（
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
担
当
課
） 

㈠
大
東
亜
戦
争
の
呼
称
禁
止
は
、講
和
条
約
の
発
効
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
廃
止
で
解
禁
と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
は
「
先

の
大
戦
」
に
統
一
し
て
い
る
。 

㈡
太
平
洋
戦
争
の
用
語
は
、
在
外
公
館
等
借
入
金
の

確
認
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
四
年
）
等
に
使
わ
れ
て

い
る
が
、
内
容
、
呼
称
を
定
め
た
法
令
は
な
い
。 

三
、
若
干
の
考
察 

戦
争
の
呼
称
は
、
戦
争
の
評
価
と
不
可
分
と
思
い
、

若
干
の
コ
メ
ン
ト
・
考
察
を
述
べ
た
い
。 

㈠
「
満
州
事
変
」
に
つ
い
て 

「
パ
リ
不
戦
条
約
」
締
結
国
と
し
て
公
然
と
は
戦
争

と
言
え
ず
、「
満
州
事
変
」
と
ご
ま
か
し
な
が
ら
も
、「
関

東
軍
に
下
し
給
へ
る
勅
語
」
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

宣
戦
布
告
に
等
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
し
て
建
国
し
た
「
満
州
国
は
・
・
純
正
な
る
民
意

か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
。」と
国
際
連
盟
に
よ
っ
て
断

ぜ
ら
れ
、
こ
れ
を
拒
否
し
て
国
際
連
盟
脱
退
の
道
を
選

ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
政
府
は
「
か
い
ら
い
国
家
」

（
注
８
）
つ
く
り
の
道
を
進
み
ま
す
と
宣
言
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
こ
が
そ
の
後
の
事
変
・
戦
争
の
性
格
を
評
価
す
る

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
う
。 

「
大
東
亜
新
秩
序
建
設
」
と
は
当
時
「
大
東
亜
共
栄

圏
」
建
設
と
言
わ
れ
て
お
り
、
中
味
は
将
に
「
か
い
ら

い
国
家
」
つ
く
り
の
侵
略
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

㈡
太
平
洋
戦
争
・
先
の
大
戦
の
呼
称
に
つ
い
て 

日
本
政
府
は
「
支
那
事
変
」
を
後
の
対
米
英
戦
争
と

含
め
て
「
大
東
亜
戦
争
」
と
呼
称
さ
せ
た
が
、
敗
戦
に

よ
り
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
用
語
禁
止
令
を
先
取
り
し
て
、
一
九
四

五
年
九
月
下
旬
発
行
（
推
定
）
の
『
官
報
目
録
』
に
、

前
例
も
な
い
詔
書
へ
の
題
名
を
付
け
る
と
い
う
手
段
で

「
太
平
洋
戦
争
」
な
る
呼
称
へ
の
読
み
替
え
、
普
及
を

は
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
講
和
条
約
発
効
後
の
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

の
実
施
や
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

に
つ
い
て
の
閣
議
決
定
の
文
中
で
は
、
太
平
洋
戦
争
の

呼
称
は
一
切
出
て
こ
ず
、
支
那
事
変
以
降
の
戦
争
、
と
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そ
の
範
囲
は
同
じ
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、「
今
次
の
大
戦
、

先
の
大
戦
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
不
思
議
で
あ
っ
た
。 

太
平
洋
戦
争
の
呼
称
は
閣
議
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
が
、戦
没
者
に
対
し
て
は
言
う
に
忍
び
な
い
の
か
、

と
い
う
こ
と
は
真
に
戦
争
へ
の
反
省
が
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
の
か
、
ひ
い
て
は
大
東
亜
戦
争
の
呼
称
復
活
の

機
を
待
っ
て
い
る
の
か
、
大
い
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

当
セ
ン
タ
ー
会
則
の
「
十
五
年
戦
争｣

と
は
、
一
九
三

一
年
九
月
一
八
日
勃
発
の｢

満
州
事
変｣
か
ら
一
九
四
五

年
八
月
一
五
日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
ま
で
の
足
か
け
一

五
年
、
正
味
一
三
年
一
一
ヶ
月
に
わ
た
る
「
か
い
ら
い

国
家
」
つ
く
り
の
侵
略
戦
争
と
い
う
中
味
で
一
貫
し
て

い
る
と
思
う
。 

一
方
、
官
報
目
録
の
太
平
洋
戦
争
と
い
う
呼
称
の
不

十
分
さ
を
補
っ
て
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
の
用
語

が
研
究
者
に
よ
っ
て
は
使
わ
れ
て
い
る 

し
か
し
日
本
政
府
は
、「
満
州
事
変
・
満
州
国
」
は
正

し
か
っ
た
と
の
考
え
を
変
え
て
お
ら
ず
、ひ
き
続
く「
大

東
亜
戦
争
」
に
つ
い
て
も
そ
の
呼
称
が
解
禁
さ
れ
て
い

る
と
の
認
識
を
持
ち
つ
つ
、「
先
の
大
戦
」
と
誠
に
曖
昧

な
呼
称
と
し
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
首
相
式
辞
で
は

「
再
び
こ
の
よ
う
な
大
き
な
不
幸
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
」
と
原
因
に
つ
い
て
も
反
省
点
に
つ
い

て
も
全
く
避
け
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

我
々
は
こ
の
事
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
つ
じ
の 

た
か
お
） 

注 １ 

『
グ
ラ
ン
ド
現
代
百
科
事
典
』
⒛
、
リ
ッ
ト
ン 

調
査
団
（
鈴
木
隆
史
）
一
九
七
四
年
、
学
習
研
究
社 

２ 

東
京
朝
日
新
聞
、
昭
和
六
年
一
二
月
一
一
日 

３ 

森
清
人
撰
『
み
こ
と
の
り
』
一
九
九
五
年
、 

 

錦
正
社
、
一
一
〇
八
頁 

４ 

東
京
朝
日
新
聞 

昭
和
七
年
一
〇
月
三
日 

５ 

夕
刊
東
京
朝
日
新
聞 

昭
和
八
年
三
月
二
八
日 

６ 

森
、
前
掲
書
（
注
３
）
一
一
一
五
頁 

７ 

朝
日
新
聞
夕
刊
、
一
九
五
二
年
五
月
二
日 

８ 

他
国
を
占
領
し
た
国
が
、占
領
地
に
樹
立
し
て
、 

占
領
軍
の
直
接
行
政
を
代
行
さ
せ
る
。『
広
辞
苑
』 

第
四
版
、
一
九
九
一
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

              

                            


